
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

●学区内の地域の方の畑を利用し、地域の方々のアドバイスをいただ

きながら、地域との交流を深める活動。 

●自分たちで育てた野菜を使って、食事を作り食べることを通して、

食に関するすべてのことに感謝し、普段できない経験を積むこと

で、自主性や協調性が育まれる。 

 
 

●お金を払えば、食べ物は何でも手に入る時代に、自分たちで育て

た食物を収穫し、料理して食する過程を学ぶことで、食の大切さ

を伝えることができた。 

●仲間と収穫するまでの作業を共にすることで、自主性、協力性や

協調性を育むことができた。 

 

●一つの食材をここまで育てるのに、水やりや雑草抜きなど、色々な

大変さがあることを知った。これからは、今まで以上に食事の大切

さを感じていきたい。 

●収穫した時の喜びは最高だった。地域の方の畑を利用させていただ

いたので、感謝したい。 

 
 

第２学年 

農業体験 


